
 

 

命    令    書 

 

申 立 人 広島タクシーグループ労働組合 

同 別紙 X1 ほか 56 人 

 

被申立人 株式会社広島タクシー 

同 株式会社ときわタクシー 

 

主         文 

1 被申立人株式会社ときわタクシーは、X2 に対し、同人の昭和 57 年 3 月分から

同年 8月分までの賃金について、全国自動車交通労働組合連合会広島地方本部広

島タクシー支部のチェック・オフとして控除した総額から同支部が同人に返還し

た金額を差し引いた金員を支払わなければならない。 

2 被申立人株式会社ときわタクシーは、X2 の昭和 57 年 3 月 15 日以降の賃金、一

時金等の労働条件について、広島タクシーグループ労働組合の組合員であったと

同様に取り扱わなければならない 

3 本件各申立人のその余の申立ては棄却する。 

 

理         由 

1 被申立人株式会社広島タクシー(以下「広タク」という。)及び被申立人株式会

社ときわタクシー(以下「ときわ」という。)は、いずれもタクシー業を営み、本

件申立て当時、従業員は広タクが 732 人、ときわが 150 人であり、広タク及びと

きわ(以下「被申立人ら」という。)は、代表取締役を同一人が兼ねているほか、

賃金、一時金等労働条件に関する団体交渉も一体として行われていた。 

申立人広島タクシーグループ労働組合(以下「グループ労組」という。)は、本

件申立て当時、被申立人らの従業員 62 人で組織し、別紙記載の申立人中、X1 か

ら X3 までの 8 人は広タク、その余はときわの従業員であった。また、別紙記載

の X4 は、本件審査中であった昭和 58 年 11 月 7 日死亡、翌 59 年 1 月 26 日、妻

X5 がその申立てを承継した。 

なお、被申立人らには、その従業員で組織した全国自動車交通労働組合連合会

広島地方本部広島タクシー支部(以下「広タク支部」という。)が並存しており、

本件申立て当時、組合員は約 800 人であった。 



 

 

2 申立人グループ労組ほか 57 人(以下「申立人ら」という。)は、被申立人らが

昭和 55 年及び同 56 年の各一時金について、グループ労組の組合員に対する支給

額を広タク支部の組合員より年間 1 人平均 38,000 円低くしたことは、上記一時

金の支給対象期間中両組合の組合員の労働条件が同一であったにもかかわらず、

グループ労組が被申立人らの賃金改定等に係る回答を了解しなかったことを口

実になされたものであって合理性がなく、グループ労組の組合員であることを理

由とした不利益取扱いであり、かつ、その組織の弱体化、消滅を企図したもので

あって、労働組合法第 7条第 1号及び第 3号に該当する不当労働行為である旨主

張するので、以下判断する。 

(1) 昭和 55 年春闘におけるグループ労組及び広タク支部の各要求に対する被申

立人らの回答は、4 月中旬、両組合とそれぞれ団体交渉を開き提示され、回答

の趣旨などについて説明がなされた。この回答の内容のうち、一時金について

は、各乗務員の営業収入のうち歩合給算定の対象としない一定の控除額(以下

「足切額」という。)を運賃値上げの際一定額引き上げる制度(以下「スライド

制」という。)の導入を前提として、年間 1 人平均総額(以下「年間総額」とい

う。)において前年の 495,000 円に 38,000 円上積みして 533,000 円とし、夏期、

冬期に振り分け、賃金については、現行どおりとするものであった。この回答

をめぐる団体交渉において、広タク支部とは妥結したが、グループ労組は、賃

金増額がなされず、スライド制の内容が不明確であるとして難色を示し合意に

至らなかった。6月 18 日、被申立人らと団体交渉を開いたグループ労組は、局

面を打開するため、スライド制については、被申立人らと勉強会を開くことと

し、夏期一時金については、1 人平均前年同額を暫定支給とし、団体交渉を継

続することを提案、被申立人らはこれを受け入れ合意し、夏期一時金支給日と

されていた 7月 10 日に支給された。 

その後、グループ労組と被申立人らとは、懸案となったスライド制の導入、

一時金問題等について、同年 10 月初旬から 11 月中旬にかけて 3 回の団体交渉

を重ねたが合意に至らず、11 月 20 日の団体交渉において、冬期一時金は、1

人平均前年同額を暫定支給することで合意に達し、冬期一時金の支給日とされ

ていた 12 月 1 日に支給された。 

なお、一時金は、支給対象期間を夏期一時金については前年 9月 21 日から当

年 3月 20 日まで、冬期一時金については当年 3月 21 日から同 9月 20 日までと

し、各 6 か月間の各人の勤怠等を一定の算出表により算出して支給額を決定し

支給された。 

(2) 翌 56 年春闘におけるグループ労組及び広タク支部の各要求に対する被申立



 

 

人らの回答は、スライド制の実施を条件とするもので、5月 12 日、両組合とそ

れぞれ団体交渉を開き提示された。その回答は、次期運賃値上げの日から 1 乗

務当たりの足切額を 2,500 円引き上げ 24,500 円とし、一時金は前年の年間総額

に 25,000 円を上積みし、定期昇給は 4月分賃金から年額 600 円を 1,000 円とす

るほか。諸手当の改定、団体生命保険への加入等を内容とするものであった。

ちなみに、被申立人らにおける乗務員の勤務は、通常、午前 8 時から翌朝午前

2時までを 1乗務とする月間 13 乗務が標準であり、歩合給算出のための歩合率

は 40 パーセントとされていたので、前記足切額 2,500 円の引き上げを 1乗務当

たり 27,000 円以上の営業収入の場合単純計算すると、歩合給が月額 13,000 円

低くなる。 

この被申立人らの回答について、広タク支部は、前年の春闘においてスライ

ド制の導入を了解していたこともあって、団体交渉のうえ妥結した。一方、グ

ループ労組は、5 月下旬から 6 月下旬にかけて被申立人らと 3 回の団体交渉を

開いたものの、2,50O 円の足切額の引き上げは、毎月の賃金の低下になるとし

て反対し、結局、一時金については、前年に暫定支給された年間総額 495,000

円に 25,000 円を上積みして暫定支給し、足切額の引き上げ等その他の回答内容

については、引き続き団体交渉することで合意した。 

なお、一時金の支給対象期間、支給日等は、前年と同様であった。 

このような団体交渉の経緯から、昭和 55 年夏期一時金ないし翌 56 年冬期一

時金の支給対象期間であった昭和 54 年 9 月 21 日から同 56 年 9 月 20 日までの

賃金体系等労働条件において、同 56 年 3 月分賃金までは、グループ労組の組合

員と広タク支部の組合員の間に差異はなかったが、同年 4 月分以降は異なるも

のとなった。 

(3) スライド制の導入については、乗務員らの毎月の賃金に偏った労働条件を改

善し、一時金、退職金、福利厚生等を徐々に他産業なみに向上させ、定着性を

高め、生産性の向上、企業経営の安定を図る構想のもとに、その原資をねん出

する一つの手段として、昭和 54 年ごろには被申立人らを含む広島市及びその周

辺のタクシー業界で検討されていたものである。 

前記(1)の被申立人らにおける昭和 55 年の一時金 38,000 円の上積みは、スラ

イド制導人についての長期的構想の一環としてなされたもので、翌 56 年 11 月

には運賃改定により、前記(2)の足切額 2,500 円の引き上げとして実施されるこ

ととなった。ちなみに、昭和 55 年には、被申立人らのほか、広島市内のタクシ

ー業 48 社中 29 社がスライド制の導入を前提として、30,000 円ないし 40,000

円を一時金の年間総額に上積みした。 



 

 

(4) 以上の事実からみて、昭和 55 年及び同 56 年のグループ労組の組合員に対す

る一時金の支給は、同労組及び広タク支部の各組合員の労働条件が同一であっ

たにせよ、団体交渉において暫定支給することで合意のうえなされたものであ

り、しかも、38,000 円の上積みについては、未確定のまま懸案事項とすること

で了解のもとに団体交渉中であったことが認められる。加えて、被申立人らが、

スライド制の導入を前提として上積みすることとした同 38,000 円は、その趣意

から特段に不合理であったとも言えないのであって、これら総合勘案すると、

申立人らの主張は首肯し難い。 

3 申立人らは、広タク支部から脱退し、グループ労組に加入した X4、X6 及び X7(以

下「X3 ら 3 人」という。)について、ときわがその事実を知りながら、広タク支

部のチェック・オフをし、また、賃金を広タク支部の組合員に適用する賃金体系

によって支給したことは合理性がなく、同人らがグループ労組に加入したことを

理由とした不利益取扱いであり、かつ、その組織の弱体化、消滅を企図したもの

であって、労働組合法第 7条第 1号及び第 3号に該当する不当労働行為である旨

主張するので、以下判断する。 

(1) グループ労組は、広タク支部の組合員のうち、同支部の幹部が独断的である

として同支部を脱退した43人によって昭和52年 12月 1日に結成されたもので

あるが、その後、両組合は、互いに相手方の活動を非難するなどの状態が続い

ていた。このような状況にあって、広タク支部の組合員 X3 ら 3 人は、昭和 57

年 3 月 20 日、グループ労組に加入届を提出し、同日、同労組は、ときわの Y1

営業課長(以下「Y1 課長」という。)に今後グループ労組のチェック・オフをす

るよう電話連絡した。ときわでは、当時、毎月中旬ごろにグループ労組及び広

タク支部から氏名を特定して、協定に基づいてなされるチェック・オフ申請に

より各人のチェック・オフをしていたところ、両組合から X3 ら 3 人について、

同年 4月分の申請があった。かかる事態に当面して、Y1 課長は、広タク支部の

X8 執行委員長に照会したところ、X3 ら 3 人は広タク支部のチェック・オフをす

ることに同意している旨の返答があった。そこで、ときわは、いずれの組織に

も介入できないという立場から、本人及び両組合の意向が一致しない限り、両

組合間の組合員の移籍には関与せず、チェック・オフについては、両組合から

の申請どおり処理し、賃金体系の適用も従前どおりとすることとした。 

なお、ときわにおける賃金は、毎月 20 日に締め切り、25 日ごろ本人に賃金

明細書を渡し、27 日に銀行振込みで支給され、また、チェック・オフの金額は、

グループ労組が月額組合費 2,500 円のほか組合貯金等合計 5,820 円、広タク支

部が月額組合費 3,000 円のほか団体預金等合計 5,320 円で、いずれも定額であ



 

 

った。 

(2) 同年 4 月 23 日、X3 ら 3 人の扱いについて、ときわは、グループ労組と団体

交渉を開き、前記(1)の広タク支部に照会した状況、チェック・オフ申請の処理

方針などを説明した。その後、5 月 23 日には、X3 ら 3 人からときわに対し、3

月 20 日をもって広タク支部を脱退しグループ労組に加入したのでチェック・オ

フ及び賃金体系の適用についてグループ労組の組合員として扱うよう求める申

入書が提出された。また、ときわは、広タク支部に対し、X3 ら 3 人の扱いにつ

いて早急にグループ労組と話し合い解決するよう再三申し入れた。しかし、広

タク支部は、X3 ら 3 人の労働金庫からの借入金の保証人となっていることなど

から、同人らとのグループ労組への移籍をめぐる話合いがつかない状態が続き、

本件申立てがなされた同年 9月 20 日当時も同様であった。 

なお、X4 については同年 10 月、X7 については翌 58 年 1 月にそれぞれ広タク

支部と移籍の話合いがつき、その後は両組合のチェック・オフが行われる事態

は解消され、賃金は、移籍に伴う清算が困難であったため、ときわにおける年

度変わりの昭和58年4月分からグループ労組の組合員に適用される賃金体系で

支給されるようになった。 

(3) 以上の事実からみて、両組合が対立を続ける中で、グループ労組への移籍を

めぐってX3ら3人と広タク支部との話合いがつかない状況にあって、ときわが、

X3 ら 3 人について、グループ労組及び広タク支部からの協定に基づく申請に従

ってチェック・オフをし、賃金体系の適用を従前どおりに扱ったのは、両組合

への介入を回避するうえから無理からぬことであり、しかも、ときわは、かか

るX3ら3人の移籍を早急に解決するよう再三にわたって広タク支部に申し入れ、

放置していたものでもないことが認められる。加えて、X4 及び X7 の移籍につ

いての話合いがついた後、直ちに同人らに対する賃金体系の適用を変更しなか

ったことは、移籍に伴う清算が困難であったことからして特段に不合理とも言

えず、これらの事情を合わせ考えると、ときわが、X3 ら 3 人に対するチェック・

オフ及び賃金体系の適用についてとった措置は、同人らと広タク支部との間で

移籍の話合いがつかないことに起因するものと言わざるを得ず、申立人らの主

張は容認し難い。 

4 被申立人らは、X2(以下「X2」という。)の本採用に伴って、同人に対するチェ

ック・オフ及び賃金体系の適用について、広タク支部の組合員として扱ったのは

慣行に従ったものであり、同支部及びグループ労組の双方からチェック・オフの

申請がなされるに至って、両組合間の移籍をめぐる紛糾を避けるうえから、本人

及び両組合の一致した意向に基づいて処理することとし、話合いを要望したが調



 

 

整がつかず、やむを得ず X2 について両組合のチェック・オフをし、賃金体系の

適用は従来の慣例に従ったものであって、不当労働行為とは関係ない旨主張する

ので、以下判断する。 

(1) X2 は、昭和 56 年 12 月 4 日ときわに入社し、試用期間を経て、翌 57 年 2 月

21 日、本採用された。同年 3 月 15 日、同人から加入届を受け取ったグループ

労組は、同人が 3月 21 日から本採用されるものと誤解し、同人について、3月

分のチェック・オフを申請しなかった。3 月 25 日ごろ、グループ労組の X3 書

記長は、X2 の 3 月分賃金明細書により広タク支部のチェック・オフがなされて

いることを知り、直ちに Y1 課長に対し、X2 は 3 月 15 日にグループ労組に加入

していることを伝え「X2 が広タク支部に加入した事実はないのに、どうして広

タク支部のチェック・オフをするのか。」と抗議したところ、同課長は「特別の

意思表示がなかったので、従来どおり広タク支部のチェック・オフをした。」旨

答えた。また、4 月 2 日にグループ労組は、ときわと団体交渉を開き、重ねて

X2 の扱いについて抗議した。 

ときわでは、グループ労組が結成される以前から、新入社員が本採用になる

と本人の特段の申出がない限り、広タク支部のチェック・オフをすることとし

ていた。このことから、ときわは、X2 に関し、広タク支部から同人のチェック・

オフ申請がないのに、前記 3月分からのチェック・オフを行った。 

(2) 続いて、4月中旬ごろ、グループ労組及び広タク支部から X2 のチェック・オ

フ申請がなされるに至って、Y1 課長は、両組合に X2 の扱いについて相談を持

ち掛けたものの話合いはつかなかった。また、X2 は、入社後広タク支部に加入

した事実はなく、前記(1)の Y1 課長に対する抗議がなされてから 4 月中旬ごろ

に両組合から X2 のチェック・オフ申請がなされるまでの間、同人の扱いについ

て、ときわが善後策を講じた事実も見当たらない。かかる経緯から、4 月分賃

金以降、X2 について、両組合のチェック・オフをする状態が続き、8 月ごろ、

広タク支部が、ときわに対し、4月以降 X2 が同支部を脱退したものとすること

を認め、組合費は本人に返還する意向を示し、9月分から広タク支部は X2 のチ

ェック・オフ申請をしなくなった。しかし、X2 の賃金について、グループ労組

の組合員に対する賃金体系が適用されたのは、翌58年4月分以降である。結局、

X2 が、広タク支部のチェック・オフをされたのは、昭和 57 年 3 月分から同年 8

月分まで毎月 5,320 円であり、このうち、同年 4 月分ないし同 8 月分の組合費

15,000 円は、同支部が X2 に返還した。 

(3) 以上の事実からみて、グループ労組と広タク支部が並存する状態にあって、

X2 が広タク支部に加入した事実がないのにもかかわらず、ときわが、X2 の本採



 

 

用に当たって、同人のチェック・オフ及び賃金について広タク支部の組合員と

して扱ったことは、従前から本採用者をそのように扱っていたとしても合理性

に乏しい。しかも、その後、X2 について、両組合からチェック・オフの申請が

あったからといって、X2 が広タク支部に加入していないことはグループ労組か

らときわに対する抗議によって明らかであったのであり、それを、あえて広タ

ク支部の組合員として扱ったことは、組合間の移籍をめぐる紛糾を避けるため

であったとは措信し難く、これらのことから、被申立人らの主張には理由がな

く、X2 がグループ労組に加入したことを理由とした不利益取扱いであり、かつ、

同労組の弱体化を企図したものであって、労働組合法第 7 条第 1 号及び第 3 号

に該当する不当労働行為である。 

なお、申立人らは、X2 の賃金について、グループ労組に加入した日以降、同

労組との合意に基づく賃金計算により支払うことを求めているが、賃金につい

てのみ是正することは、一時金等の労働条件において、従業員間の均衡を失す

るので、これら労働条件についてグループ労組の組合員として扱うことが妥当

であると考える。 

よって、当委員会は、労働組合注第27条及び労働委員会規則第43条の規定により、

主文のおり命令する。 

 

昭和 59 年 6 月 28 日 

広島県地方労働委員会 

会長 増 原 改 暦 ㊞ 

 

「別紙 略」 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


